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第６章 関係資料 
６－１ 運営指導委員会の記録 

 

平成１８年度 第３回運営指導委員会 
平成１９年３月２４日（土） 

清心女子高等学校第 1会議室 

１ 開 会 

２ １年間の活動報告 

３ 生徒の意識調査からの検証 

４ １年生、２年生についての担任報告 

５ 課題研究担当者から来年度の課題について説明 
６ 協議 

 

（秦野副委員長）私は微生物専門なので、微生物と女子生徒ということで、花酵母を一つのテーマにす

ることになった。どういう花にどういう微生物がいたか。酵母とは単細胞で生活する菌類で、アル

コールを作るものやそうでないものなど様々である。そのような種の多様性と関連させてはどうか

と思う。生徒がどの程度興味を持ってくれるか分からないが、そういうことを考えている。花と酵

母との関係を生態学的に調べるだけでなく、酵母菌が化粧品素材になるようなものを作ればいいと

いう発想で応用的なことも取り入れていければいい。ただしこれは１年で出来る計画ではない。 
（西松委員）サンショウウオを使って課題研究は出来ないかと考えた。①性決定については、性別は全

く分かっていないし、どのくらいの割合で雄雌がいるのか分からないので、簡単な性の判別法を調

べてみるといいのではないか。②イモリは手足だけでなく、脳を切除しても再生する力があるが、

サンショウウオの再生力がどの程度あるのか調べて比較するのも面白いのではないか。これは高校

生でも普段の生活の中で少しずつ観察が出来るテーマである。月や年単位で違いが起こるので高校

生の課題研究としては面白いのではないか。③「原口上唇部が胚内部へ頭側に向かって移動する」

と教科書には書かれていた。ＪＴ生命誌研究館の研究によって両脇から押し込まれるように頭側か

らしっぽ側に向かって細胞が移動する事が非常に簡単な実験でわかった。教科書を書き換える仕事

につながるような課題研究ができるかもしれない。 
（平山委員）アンケートについて平均が出ているが、こうすると真ん中に寄ってしまう。個人差の対応

をどうしたのか。授業の仕方についてもずいぶん違ってくる。質問を中に入れていく、コミュニケ

ーションを取り入れるなど。先生が好きか嫌いかで影響される。授業に伴う個人差への対応を教え

てほしい。 
（益田委員）アンケートの自主性・主体性のとこの平均がわかりにくい。「今学習したいことがある」

というところは、テーマを変えられてもっとやりたいという事なのか。テーマをもっとやりたいと

いう方と、ほかの事をやるのと、どっちなのかと思った。課題研究はとても幅広い分野で、個々の

課題研究同士がリンクすればサイエンスの面白い面が出てくる。逆に、高校生にどこまでやれるか

という気もするが結果を楽しみにしている。 
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（入江委員）手をかけてやれば高校生はやると感じた。清心の活動は普通の高校から見れば、一つは羨

ましい、もう一つは大変だろうなと思う。この活動の結果を知りたい、学力面で伸びた事が知りた



いと思っている。出来れば「こういう活動は特に良い」とか、「この実験は面白いからどうですか」

という提案を、どこかで発表していただきたい。 
（保江委員）全く大学受験と切り離しているのではなく、大学受験にもプラスになるのがＳＳＨだと思

っている。高校生にＳＳＨの課題研究を取り組ませるときに、本物の科学研究である必要はないの

ではないか。とりあえず興味を持たせて、どんな大学に、どんな先生がいて、どんな研究をしてい

て、そこに行きたいという夢を実現するため、視野を広げるための模擬的な研究活動で十分だと思

う。あまり今から専門的な研究活動でなくてもいいのではないか。生徒の意欲、視野を広げる、模

擬的な研究で、気が付いたら受験勉強に乗せられていた。その方がどこの世界から見てもいいので

はないか。 
（佐野委員）アンケートのグループ学習に興味を持った。誰かできる人に任せきるのではなく、グルー

プであっても一人ひとりの主体性が活かせる方が良い。例えば、樹木に関して、データ解析は苦手

でもスケッチの上手い人がいるなど・・・。地球環境問題を解決するためという課題を設定すると、

もっと研究が大きくなり、生徒はどこまですれば良いか分からなくなるので、小テーマについても

意識させる指導が必要になってくるだろう。また、動物と植物は思っている以上に関係が深いので、

関連性のある研究も面白いと思う。 
（治部副委員長）これからのＳＳＨで重要になってくるのが２点ほどある。一つは国際性で、我が国が

国際競争力を持つためにも、ＳＳＨと外国との連携を重要視しようとしている。課題研究について

は、どの課題も素晴しいので、良いと思う。二つめは環境で、２００８年洞爺湖サミットのテーマ

の一つは環境である。地球環境問題を目標に掲げたような研究テーマが非常に喜ばれるだろう。環

境に対する人材育成というのも非常に重要視されているので、そのような事も頭に入れて課題の設

定を考えていただきたい。 
（秦野副委員長）ＳＳＨは何をするものなのか。指定を受けて相応しい教育をしたら、受験勉強が進ん

だか、あるいはレベルの高い大学へ合格したか、それならば三年後でないと、今の一年生に対して

答えが出ない。生命科学コース一年生の生徒の体験学習を、生物に興味を持たす目的で福山大学で

引き受けた。我々の生命工学部はベーシックな「生物」ではない。果たして、一生懸命テーマ作り

をして、生徒に経験してもらったが、これは「理科」を通り過ぎていたのかもしれない。生徒は大

変ではないのか。 
（秋山教諭）大人と子どもでは時間の考え方が違うと思う。教師が色々な準備をした上で、活動する生

徒の方はそんなに大変ではなかったと思う。 
（秦野副委員長）やる以上はどのような何のメリットがあったのか。生徒がどう受け止めるかを、我々

がつかんでいくのが大切かなと思う。課題テーマは他の先生方の意見を聞いていて、高校生には少

し難しいかと思う。 
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（秋山教諭）実験書に載っているのは答えが分かっていて、料理と同じだ。生物では、身近なところに

テーマがあるので、擬似的に研究を体験させることができると思う。テーマはストーリーがあれば

１年で終わらなくても、最後はテーマを後輩に繋いでいく。ロングスパンで考えて、途中の段階で

も発表したら良いと思う。なぜ高校生が本物を見てはいけないのか。課題研究のテーマが、生徒が

分かりうる範囲の技術を使って本物の研究が出来るのはいいことだと考えている。もう一つは進学

の問題がある。世間は損得を考えている。この時期に課題研究に時間を使ったら、進学がだめにな

るのではなく、それでも良くなることを目指している。来週、環境問題のテーマでマレーシアのサ



バ大学に行くが、外国の大学と交流をしてみて、どんな展開になるか。私には「アジアの中の日本」

というイメージがあり、自分たち以外のアジアの国も理系教育をやっている事を子どもたちに教え

たい。現地でプレゼンテーションをし、今の社会を感じさせたいし、現地の理数科高校とも交流さ

せたい。国際性育成の一環としての一つのプログラムである。 
（藤田教諭）今の高等学校の中で、こういう取り組みが普通の高等学校でできないのが残念だ。進学が

理由で当たり前のことができない。大学等に連れて行き、色々な事を体験させるとモチベーション

が高くなる。大学はそういう生徒をＡO 入試で選んでいる。普通の学校はそれを成果だと認めたく

ない。普通の教育活動を自由に出来る環境を作れないか。 
（治部副委員長）ＳＳＨのお金は、ＪＳＴから委託費として出ている。科学研究費は補助金で、国が支

給して事業をしてもらうのが委託費である。何をしてもいい補助金とは違う。ミッションを遂行し

ていくのがＪＳＴで金額は大きい。非常に使いにくいお金だとも言われている。 
（西松委員）ミッションはやはり人材育成なのか？ 
（治部副委員長）国は理数離れを止めたいと考えている。これがミッションだ。 
（秦野副委員長）理数離れを食い止める事はある程度効いているのではないか。その中で生物離れが進

んでいる。生物学には夢はあるけど、夢しか見えない。 
（秋山教諭）基礎を勉強していても、いかに効率よく得をして楽をするか。物理を取って何になるのか。

理屈でしか取れなくなっている。先細になっているのが、理系の今の現状だと思う。 
（秦野副委員長）昔のような「生物」と、今で言う「生物」とでは生徒達の生物の内容に向いてくる目

が少し変わってきた。 
（秋山教諭）生物より物理の方が点が取れるから、化学・物理で受けた方が良いという指導もある。 
（西松委員）高校の時に、生物や物理、化学を勉強することが重要だと思う。教養の幅の広さに触れて

いるような気がする。 
（益田委員）小学校の先生が、子どもに自然を教える力が無くなっている。自然と触れ合わせる、野外

と密着した授業が少ない。理科離れの原因として、実験を小中学校でやっていない。今の子ども達

は考える暇が無い。考える力が付けるようにした方がいい。 
（西松委員）何が話題になるかというところから入っていく。高校生のレベルで出来て、なおかつ自分

が本気になれること。必ずしも先端である必要は無い。 
（秋山教諭）教師がその内容が好きだということは、生徒に大きな影響を与える。生命科学コースと文

理コースで、適性が無い等の理由で２名が入れ替わっている。文理コースの理系の生徒は特に自分

たちは優遇されていないと思っている。保護者も同じ事を思っている。女子の場合、一旦人間関係

が出来てしまってからコース変更するのは勇気のいる事だ。 
（西松委員）そういう生徒も参加できるようにしたらよい。 
（藤田教諭）授業体系が違うから難しい。引率も出来なくなる。 
（西松委員）文理コースの理系の中に、別個に科目を設けることはどうか。 
（秋山教諭）1 年生では生命科学コースと文理コースは、そんなに差は無い。 
（山内教頭）生命科学コースは、福山大学に実習に行く。あのときに文理も初めから行っておけば良か

った。 
（秋山教諭）全員参加として連れて行けば行くが、自由に行って良いと言うと行かない。 
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（藤田教諭）希望者で７割行けば成功といえる。呼び掛けて来た子は、ＡＯ入試等で堂々としている。



その辺りで積極性が効いている。 
（治部副委員長）今焦ってやるよりも、長期間でするほうがいいと思う。 
（秋山教諭）今年、全体の高校からの入学者数が増えている。ＳＳＨで新聞等によく載るようになった。

生命科学は合格最低ラインが高くて入りにくいが、全体的に増えている。 
（藤田教諭）ＳＳＨのことを他の高校生にはわりと知られている。大学の理系の人は非常に知っている。

中学校は何か研究している程度しか知らない。 
（治部副委員長）雰囲気を伝えるのは大事。今までのスーパーサイエンスハイスクールがやっていない

ような事をどんどんやっていく。清心中学校を受験する小学生にサービスを広げ、ここだけに絞っ

て行くほうが良いと思う。 
（富岡委員長）全体的にポジティブな結果が出ている。最近、活字離れと言われているが、実際に物を

見る事とともに、課題研究に関連した文献や本をできるだけ読むように指導するといい。グループ

で進めることは、グループの全員が同じように出来るように指導する必要がある。いろいろ壁にぶ

つかる事もあると思うが、一つの方向からだけではなく、幾つかの角度からアプローチしてもらい

たい。 

 -
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平成１９年度 第１回運営指導委員会 
平成１９年７月１３日（金） 

清心女子高等学校第１会議室 

１ 開 会 

２ 出席者紹介 

３ 校長あいさつ 

４ 委員長あいさつ 

５ 課題研究の現状報告 

６ 生徒の課題研究についての講評 

 

（保江委員）数理科学グループについて言うと、実際に生徒が測定した数値と理論的な計算値が、かな

り合っているのに大変驚いた。理論と実験は二桁違うのはあたりまえ。非常によい教材ではないだ

ろうか。意外に「瓢箪から駒」かもしれない。まだまだやることは多いかもしれないが、楽しみな

面がある。 

（菊永委員）高校２年生にしては、よく頑張っていると思う、結果もできている。課題を通して何をね

らうかを考えないといけない。基礎的知識がない方が自然科学の見方や考え方が身につくのかなと

いう気がした。生徒に伝えるのでなく，調査や研究の中で興味を引き出しながら、その方向に向か

わせるのがよい。特に興味を引いたのが「開花と体内時計の関係」である。女子生徒は花に興味を

持ちやすい。自然科学の発展は直線上にある。そういう点で過去の研究などを知っておくことも大

切だ。 

（益田委員）「開花と体内時計の関係」のグループの話で、光が原因か温度が原因かなどが言われたが、

虫媒花と風媒花の違いなどを調べるのも面白いのではないか。またカタバミ系でも時期が違うのは

面白いと思う。「校内植物」のグループは身近な研究で良いと思うが、もともと自然に生えたものと

植えたものとの区別ができるのだろうか。また日陰かどうか、水脈の問題、あるいは園芸の人の手

が入っているかどうかという、すこし難しい部分もあるかと思う。山の違うところの同じ樹木を比

較するのも良いのではないか。地質との関係もあるが、肥料との関係がどうなのかなと思う。「サン

ショウウオの研究」のグループの、共食いしたら大きい幼生がでてくるという話について、餌を多

く与えたら大きいものがでてくるのか。 

（秋山教諭）それはわからない。餌もファクターだし、密度もファクターだし、それを一つ一つつぶし

ていくやりかた。今年は１バットにこれだけの餌というのを固定してやっている。今年のデータを

解析して次の実験の組み立てを考える。幼生の大きさや重さを測る実験は、生徒のアイデアが生か

せて、量りとメジャーで測定できるのでやっている。 

（益田委員）餌によって巨大になるのかと感じた。ひとつ気になることだが、このやりかたは実験のた

めの実験ではないのか。 

（秋山教諭）そうではない。実際に小さい溜まりに密度の高い状態で棲息しており、しかも水がきれい

で有機物が少ないので、共食いで栄養を確保していると思う。野外にある状態を想定してやってい

る。また生徒の発表の最後のまとめで、共食個体は変態しないでずっと残っているというのは、自

分も初耳で生徒と話し合って、８月のポスターセッションでまとめたい。 
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（益田委員）共食いによって、ホルモンが関係して変態しなくなるというのがあると面白いと思う。 



（西松委員）（有尾類グループの指導に関わっているが）一番の問題点は時間の制約があることだ。限

られた時間の中でどういう実験をするかを考えるのが大変だった。花時計の報告の時にも思ったが、

午後の課題研究の時間に花の状態を調べるが、ほかの時間帯ではどうなのかということがおこって

くる。たとえば課題研究だけの日を夏休みにとることを考えてみてはどうか。もう１つは生徒が試

行錯誤する時間を与えてほしい。SSH ということで何か成果を早く出さないといけないと思ってしま

うが、生徒が考える時間を待ってやるという環境を維持したい。3番目に今２年生が課題研究をやっ

ているが、来年になると次の学年があがってくる。ここで研究を引き継ぐということが大切になっ

てくる。先生がテーマを与えていくというのも一つの手だが、プレゼンテーションの場を作って、

先輩から後輩へ説明するような形にしたら良いのではないか。自分たちが今どういうことをやって

いるのかが整理できるし、後輩にこの研究はこう面白いのだと伝えることも大切だ。 

（入江委員）生徒の総合的な力、考える力がついているように思う。生徒の興味・関心を高めるために

はどうしたらいいのかが知りたい。高大連携をしないといけないのか。海外で研修しないといけな

いのか。清心のように先生が頑張っていかないとそうならないのか。そうだとしたら、他の学校は

辛いだろう。でもきっとそうではなく、毎日の授業でどのようなことをしているのか、授業以外の

日常の活動でどういうことをしているのかを、また教えてもらいたい。 

（田崎委員）まず「数理科学（磁場）」のグループはフィールドワークをしたらどうか。河原で砂鉄を

とるとか。自分は砂金の研究をしているが、犀川で砂金をとり、それを研究室に持って帰って電子

顕微鏡で見たりする。また電子レンジなど身近な器具を使ってできるものもあるはず。また、ルビ

ーを作った時「これがルビーだ」と先生が言うのではなく、調べ方を教えて気づかせる、そうした

詰めが学会発表で役立つことになる。「グリーンケミストリ」のグループでは、あの長くて分かりに

くい薬品名をよく憶えたと思う。匂いが臭かったという、高校生らしい感想を大切にしたい。消臭

のメカニズムについて、身近な足のにおいを消すスプレーなどと絡めたらどうか。「時間生物学」の

グループの話は感心したが、やはり何のために花が開くのか、開く時間と関係があるのか知りたい

と思う。「校内植物」のグループと連携があってもいいのではないか。それから花の中の酵母の研究

だが、これも共同研究できるはずだ。ばらばらではなく団体研究も大切だ。「校内植物」のグループ

では、マツの交配があるのならツツジどうしの交配も考えたらどうか。また植木屋に肥料のことな

どを聞いてみてはどうか。「サンショウウオ」のグループだが、水槽の土は住んでいたところのもの

をとってきたという。泥を替えたらどうなるのか。上に伸びる植物や花のことよりも根っこの土や

水が大切だ。土とバクテリアがすべてのキーポイントである。 
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（秦野副委員長）一番の問題は何をもって SSH の成果とするか。2 年生の課題研究の成果は「新しい発

見」とするのか、発表会で「高い評価」を得ることか？いろんな角度からの成果が求められる。SSH

活動は生徒自身のためにある。学校全体でどういう成果（変化）があったかをデータで確認する必

要がある。２年生は課題研究をしなくてはいけないが、１年生を放っておくわけにもいかない、１，

２年生をどうつなぐかを考えなければならない。課題研究の話にもどると、「グリーンケミストリ」

のグリーンは何をイメージしているのか。「ホワイト」もあるし、「イエロー」もある。グリーンは

何かをはっきりさせる必要がある。サイエンスには真理を探究するサイエンスもあるが、自分はア

プライドというか発展させるサイエンスの方向で考える。「グリーン」はどう発展させたらアプライ

ドにいたるのかを考えていくと良いのでは…。時間生物学のグループでは切り花を材料として使っ

たらどうなるのか。 



（田中教諭）生徒はまだしていないが私は既に実験をしており、切り花においても似た結果が出ている。

このような実験によって、開花における『時計』の所在が明らかになるのではないかと期待してい

る。 

（秦野副委員長）サンショウウオのグループでは共食いの話があったが、温度があがるとイライラする

のではないか。ばくばく全部食べるのではなく、足をかじる程度に終わっている。動物の個体密度

はいろいろなことに影響してくる。それをどう扱うかが研究である。データをいっぱい集めると再

現できるのかというとそうでもない。それを調べようとするのがサイエンスである。違う方向から

の視点でお互いにディスカッションできるようになったらよいと思う。それも成果である。目的だ

けでもいいから、こう考えているということを発表することもよい、９月の生物工学学会に参加し

ても良いのではないか。 

（西松委員）彼女たちが経験するのがよいことだ。 

（秦野副委員長）１年生については今年も福山大学で３回実習を予定している。内容は昨年とほぼ同じ

内容でやってみようかと思う。昨年のアンケートのデータと比較して次を考えたい。 

（富岡委員長）SSH の成果は生徒がどれだけ成長したかにある。それは科学的な素養だけでなく総合的

な力、すなわち論理的思考、問題解決能力、そして説明する力がつけば評価できるのではないか。

その素材として課題研究は有効だと思う。それが将来研究に進むとなると科学に対する興味や意欲

が必要となるが、課題研究を通してそれは成果があがりつつある。が、論理的思考力をどう養って

いくかが問題だ。教師が先走ってすべてを言わず、生徒に気づかせることが大切だ。発見した喜び、

結果が得られた達成感が得られることがプラスの動機付けになる。とっかかりとして、「先生の話を

聞いて興味を持った」という生徒の発言があったが、それを発展させていくことでオリジナルなも

のになっていくと思う。成果発表については、最近はパワーポイントを利用することが多いが、一

度文章化して起承転結を明確にさせた方がよい。また、過去にどういうことがおこなわれてきたか

を勉強することも大切である。第１線を退こうとする研究者がよく本を書いている。そうした本や

伝記を読ませるのも刺激になる。 

（佐野委員）生徒にどこまで指導するか？ここで指導する教師はわざと目的を生徒に明かしていないの

は良いことだと思う。その際、最終的な落としどころをどのあたりするかを決めてやっているのか、

それとも生徒が興味をもったところにむかうのか。たとえば「開花と体内時計」では昆虫の活動時

間や光周性などと結びつけたくなる。そのあたり担当の先生は何かあるのか。 

（田中教諭）どこまで自由度があるのか難しいと感じるが、生徒の興味のあるところへもっていきたい。 

（佐野委員）生態系の方にいくか体内時計の時間間隔にいくかはまだ決まっていないのか。 

（田中教諭）生態系ではなく体内時計の方向だ。 

（佐野委員）校内の樹木のグループは、最終的な目的は校内の図鑑づくりなのか。 

（渡邊教諭）それは考えている。個人として期待しているのは、活動を通して樹木に親しみ興味を持ち、

何年か後にそういう研究を初めてくれるという、その種をまくようなつもりでやっている。校内の

植物分布図を完成させることと、類似種の見分け方を生徒の言葉でまとめ、後輩たちの資料にした

い。 
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（佐野委員）方向性はいくらでも考えられると思う。たとえば人間がどれだけ手を入れたら植物がどう

反応するかなども考えたらよい。また「酵母」の話と「校内の植物」の話と「花時計」の話で、生

徒同士が総合的に課題を見つけるようなことはないのか。 



（秋山教諭）最初、生徒のグループ分けをするが、担当者が設定できるテーマを提示しておいて、どれ

に興味があるかで分けている。たしかに生徒が相談し合っていけるのは理想だと思う。 

（佐野委員）小さなテーマと大きなテーマがあってもよい。今は生徒に自主的に任せているが、徐々に

どういう土俵で自分たちは考えているのか、大テーマと小テーマと分けてはっきりさせておくと生

徒も分かりやすいのではないか。 
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（田崎委員）学会では英語で要旨をまとめるが、その際、文系英語と理系英語で文体が違うので気をつ

けたらよい。先行論文などを参考にするとよい。 



平成１９年度 第２回運営指導委員会 
平成１９年１１月２４日（土） 

ノートルダム清心女子大学 

１ 開 会 

２ 出席者紹介 

３ 校長あいさつ 

４ 委員長あいさつ 

５ 課題研究の現状報告 

６ 生徒の課題研究発表会についての講評 

 

（秦野副委員長）今度は来年のＳＳＨ生徒発表会に向けてどのように組み上げていくか。もう一つは、

一期生に続いて入学した生徒の力が低下する事が無いように、次の 1 年、更に次の 1 年とどのよう

につないでいくか、計画の立て方を考えていけたらと思う。 
（佐野委員）去年より今年の方が、生徒の発表する姿勢に余裕があったように感じた。森林の二酸化炭

素吸収量の研究発表については、上級生からのアドバイスもあったのかもしれないが、予想以上に

面白くなっていた。ただし昨年度のヒノキ人工林と違って今回は天然林に対象を広げたので樹種が

多く樹齢も様々で時間が不足し不正確な部分もあった。もう少し詳しく調査しておけばよかったと

反省している。去年と同じことをやっていてはいけないと思い、実習内容についてバージョンアッ

プしたが、このままいくと２・３年で大学生を超えてしまう。それぐらい生徒たちは良く頑張って

いる。ただし、毎年生徒たちを見ている我々教員と、初めてＳＳＨに参加した生徒たちの意識にズ

レが生じるといけないので、初めて森の中に入った生徒の気持ちも忘れずに課題を設定しないと、

バージョンアップしただけでは意味がない。今後は、その辺りの兼ね合いを上手く相談していきた

い。 
（入江委員）今日、中間発表会で配付されたアンケートを見ると、良い傾向に、興味関心が高まってい

る。課題研究等や、体験学習だけでこうなっただけでなく、普段の先生の授業も見てみたい。また、

普段の授業の中での工夫をどこかで教えてもらいたい。その上で課題研究や、体験学習が生きてく

ると思う。 
（西松委員）２日前の準備段階で生徒達を見ていたので、短期間でここまで変わっているとは思わなか

った。自分達で色々と工夫している。花酵母の研究の発表もきれいに図をまとめてあった。２日前

の準備の段階で、最後の顕微鏡観察の図と染色体の図とデータベースの結果を表にすると良いとい

う事を私が生徒に少し言っていたのだが、みごとに、そうなっていた。サンショウウオの生息区域

の図等も、思った以上の出来だった。開花の時間は前回の発表にも入っていたが、今回は閉花の時

間も入っていたので、すごく面白くなっていた。発表することに関して言えば、網羅的に発表する

と面白くない。余分なものは切って、どこへ焦点をあてるかを考えないといけない。そういう意味

では、プレゼンテーションはレベルの高い仕上がりになっている。来年以降どうするかは大きな問

題。2 年目 3 年目になると、指導者はだんだん慣れが出てくる。いかに自分のモチベーションを高

めていけるか私自身の課題になっている。彼女達にはこの３年間という時間しかない。夢を潰さな

いような課題設定を考えていきたい。 
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（秦野副委員長）実験で失敗したことは良かったと思う。生徒達は半年経って、なぜ失敗したのかと考



えるようになった。やっと１サイクル経験ができ、実験のイメージがやっとできた。物理の課題研

究でも、もう少し化学を組み込んでみないと、目標に到達していかない事を、生徒が少し感じてい

るのかなと思う。色々な学会へ連れて行き、話をさせる事が、彼女達の度胸にもつながっているの

かもしれない。生徒達はそれぞれの事については勉強もしているし、ぐっと進歩していると私は感

じる。 
（田中教諭）今回の発表はシフトチェンジした感じになったが、今後は花の開閉に関する体内時計の存

在が、まわりの生態系とどのように関係しているか等を考察することができる実験を考えている。 
（坂部教諭）思ったものが思ったようにならず最終になってやっと、思った通りになってくれたという

状況。生徒達は私が思ったよりも、色々考えて自分達でやってくれている。私が質問を投げると、

向こうから返事が返ってくるようになっている。夏に鳥取大学で行った実験が、良い刺激になって

いるのではないか。今回の発表はなんとか形になってひと安心だが、今後はもう少し良い実験方法

はないかと考えている。 
（藤田教諭）今回の発表の前半の磁場の分布は夏休み前にした発表でポスターにまとめたもの。自然界

の磁場を外せば、データ量がぐっと減る。当たり前の事だが確認できた。今後はもう少し発展させ

て次のテーマに入っていこうかと考えている。今回の実験や発表で、難しいという事がわかっただ

けでも良いと思う。 
（渡邊教諭）校内の樹木の所在図が完成した。観察資料集は、図が書けて説明文を考えているところ。

今後は、生徒達も興味を持っている気候について、研究に持っていけたらと思っている。 
（秋山教諭）全体の事が気になっていた。２年生から１年生へ引き継ぎを、どのように行うかと考えな

がらやっている。先輩から後輩へやっている技術をつないでいくようなシステムができないかと考

えている。発表会の時に一緒に発表をすることを通じて、先輩がやっている事を知り、そこから 3
学期へ持っていけたらと考えている。今はどの発表もきちんとした成果は出ていないので、先輩か

ら後輩へ引き継ぐしかない状態。何が解決できなかったか、どのような実験が必要か、１２月まで

に洗い出す。その時に 1 年生にも手伝わせて興味を持たせたいと考えている。３学期末までには新

2 年生のグループ分けをしないといけない。次の運営指導委員会は、先生方の課題研究についての

具体的なアドバイスを、生徒に与えていただきたい。来年のＳＳＨ中間発表会は、清心女子高校で

やりたいと考えている。その時は同時に公開授業等も考えている。アイデア等があれば教えていた

だきたい。 
（佐野委員）今まで研究授業も生徒発表もあったし、生徒にとっても、我々にとっても、色々な形でや

った方がいいと思う。また、引き継ぎの点は非常に良いと思うし、同感できる。 
（秋山教諭）来年のＳＳＨ生徒発表会までにある程度のレベルまでできていないといけない。課題研究

の発表は１・２年生の発表の中に３年生の発表も入れたいと思っている。 
（西松委員）課題研究に対して３年生が、どのくらいの時期に、どのくらいまで関われるのか分からな

い。 
（秋山教諭）今年の２年生は去年発表して、今年は原稿をなるべく持たない状態で発表させてここまで

やっている。それを新 2 年生の８月までに、今の２年生のレベルにするのは、結構難しい。僕が考

えているのは、自分達の課題の洗い出しまでを、３学期までにして、後の実験の部分は、部活動と

同じで３年生の１学期中は週に何回かでも、勉強の邪魔にならない程度に取り組ませたい 
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（西松委員）例えば、１・２年生だけでもカリキュラム上、午後の時間を課題研究にしたり、学年丸ご



と全部課題研究の時間にしたりするのは可能なのか。 
（秋山教諭）僕はそこまでは考えていないが、それはたぶん無理だと思う。3 学期のテーマ選択の時に

合同で講演を聴いたりできないかと思っている。 
（西松委員）最終的に来年度のＳＳＨ生徒発表会の時に全部の課題研究の発表をするわけにはいかない

ので、発表するテーマをどう絞っていくか、絞る方法を考えなければいけないのではないか。 
（秋山教諭）発表するテーマを 3 学期の運営指導委員会で、ある程度つめていきたいと思っている。 
（西松委員）どのテーマを選択するか、生徒が評価に参加するのはどうか。 
（秋山教諭）ＳＳＨの評価自体が教員側の評価が最終的な評価になるので、評価に生徒が参加するのは

人間関係で難しいと思う。 
（西松委員）発表するテーマの選択は難しいと思うが、どのテーマが選ばれたかというのは、生徒にあ

る程度教えてあげた方がいいと思う。 
（秋山教諭）今回の発表は生徒の目で、どう思ったかを参考にできるようになっている。高度な話にな

ると、1 年生は、分かりやすかったという評価がゼロだった。 
（秦野副委員長）1 年生を参加させて、どこまで理解しているか、今度は生徒に突っ込んだ質問をして

みたい。 
（秋山教諭）全国大会では、生徒達は内容について、「それは意味があるのか？根拠は？」などと質問

されるので、今後はそれに対応できるような指導をしないといけない。臨機応変さを図れるかが問

題になってくる。 
（秦野副委員長）我々運営指導委員の問題として、1 年間やってきて、どのくらい生徒が理解してくれ

たかを知りたい。また、もっと生徒と質問や話し合いができるようにしてもらいたい。そのような

場を通じて何度も話し合いをすると理解していき、興味を持っていく。来年のＳＳＨ発表会は学校

公開のようにしたらどうだろうか。 
（秋山教諭）オープンスクール形式にして、運営指導委員会だけは別にしようと思う。公開授業、ポス

ターセッション等。どんなスタイルがコメントしやすいか考え中である。 
（入江委員）理科だけでなく、他の授業も見てみたい。来年のＳＳＨ中間発表会は中学生の保護者に来

てもらうのも良いと思う。 
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平成１９年１１月２５日 山陽新聞 掲載 
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